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 会長時間 

今日はロータリーの友で議論の対象になっているＲＩ会長に

支給される謝礼（「謝意の表明」と言う表現が使われています）

について考えてみたいと思います。 

ＲＩ会長に対する謝礼は、ノミニ－、エレクト、会長を務め

る２年半の間に220万ドル、約2400万円が支給される事になっ

ています。これは 2001 年の規定審議会で決定され、2001 年 7

月から実施されています。ロータリーの友 11 月号の「言いた

い・聞きたい」の欄で2名の方が、ＲＩ会長たるもの謝礼を受

取るとはけしからん、即刻返還せよという、かなり過激な意見

を述べられておりました。これに対して1月号では、2003年か

ら2005 年のＲＩ理事の田中さんが、2001 年の規定審議会の決

定プロセスを述べられておりますし、もう一人の方が、賛成の

意見を述べられています。さて、そこで私も色々考えてみまし

た。 

ＲＩ会長というのは大変な激務をこなさなければならない役

割だと思います。2 年半の間というのは、おそらく自分の時間

は殆ど無いのではないでしょうか。以前、昨年のビチャイ・ラ

クタル会長の感動的な退任の挨拶のお話をしましたが、ＲＩ会

長の役割と言うのは大変なものだと思います。 

余談になりますがある意味ではクラブ会長も謝礼を受取って

いることになるのではないでしょうか。このロータリーバッジ

は2～3万円はするものです。歴代の会長さんも謝礼を受取って

いらっしゃると言う事が出来るのではないでしょうか。又、地

区の行事に参加する場合でも、皆さんには支給されない旅費や

懇親会の費用をクラブから支給される事があります。これも一

種の謝礼と言えるかもしれません。ＲＩ会長の2年半にわたる

激務に対して、金額の多寡は別にして、謝礼を支給するという

のは自然の流れのような気がします。 

今日はＲＩ会長に対して支給される謝礼について私なりの意

見を申し上げ、会長時間を終らせて頂きます。 

 出席報告 

本日（1月20日・火曜日） 

    会員数 66名      出席者    51名 

    欠席者 15名      ご来客    3名 

    ご来賓   1名      ゲスト     1名 

前々回（第837回例会 1月6日・火曜日） 

    会員数  66名      免除者     4名 

    出席者  57名      欠席者    5名 

     ﾒｰｷｬｯﾌﾟ  5名     出席率   100％ 

 委員会報告 

☆ロータリー財団委員会 山田委員長 

 このたび、国際親善奨学生候補として推薦いたしました、エ

リザベト音楽大学大学院にて声楽を専攻されております、小

林良子さんをお招きしております。 

☆ 小林良子さんにご挨拶を頂きました。 

 同好会報告 

☆芝楽会 谷口会員 

 一昨日（1月18日）開催予定でありま

した芝楽会の月例コンペは、参加者不足の為、中止となりま

した。 

 3 月 7 日の月例コンペは、在広ＲＣ合同コンペにて同時開催

されます。芝楽会のメンバーで参加予定の方は、参加費用の

補助がありますので、ご承知おきください。 

 「仕事を楽しむ」  

広島市留学生開館 館長 

荒木 史子 様 

西南ロータリー 2004年1月20日 

30分スピーチ骨子 

仕事を楽しむ 

１． 自己紹介 

１） 2001年3月マツダを希望退職 

日本の自動車産業

の盛衰を見てきた。 

日本のモータリゼ

ーション始ったこ

ろに入社。RE研究部

で翻訳の仕事、石油

危機後のマツダ経営危機、海外広報に移り1980

年代の日本が最も強かった時代、日米貿易摩擦

の中で海外メディア対応〔現在は米中貿易摩擦

20年の間に世界大変化。 

価値観も変化（画一化から多様化） 

退職して思う事 

 会社と違う事おもしろい、人との出会い。 

 会社生活33年間出会った人より2年9ヶ月

で出会った人の数が多い 

   ＜積極的に人に会うようにしている。人との出会い

（立ち話から新しい企画も生まれる。）人脈を最大

活用 

    closed societyからopen societyへ 

    広報での経験を最大限活用（メディア活用） 

    企画力が事業の企画実施に役立つ 

     

 

THE ROTARY CLUB OF HIROSHIMA SOUTH-WEST 

 
広島西南ロータリークラブ会報 
●  Lend  a  Hand   ～手を貸そう～ ● 

会長／村尾 博司    幹事／曽里 裕 例会場／広島全日空ホテル 広島市中区中町7-20 
副会長／濱田 公璽   副幹事／杉川 聰 事務局／広島市中区基町6-78 リーガロイヤルホテル広島13Ｆ 
会報雑誌委員長／谷口 公啓 
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２． 留学生会館 

1〕 組織・背景 

2〕 機能・目的 

3〕 data  

        留学生の数・出身国・私費国費、宿舎事情

（housing cost）2年間 

４）エピソード 

    会館で誕生した子供たち7人 

    子育てしながら博士論文 

５） 留学生を通じて教育、世界の文化・経済、特に

中国に関心を持たざるを得ない。 

Ａ．１月15日International Kids’ Art Workshop

を企画、両校に提案し賛同、地元荒神小学校＆

広島International Schoolの絵を通して交流、

テーマ‘友達’ 

   完成した作品にはっきりと違い 

   日本人：現実にとらわれる。One-pattern、

色暗い 

   外国人：creative, imaginative, 個性的、

カラフル  

アフリカでみんなで夕日を見る光景、い

るかに乗ってせ界の海を旅する少女 

         B  ASIADの10日間ワークショップでかんじた事 

      日本・中国・韓国・タイの大学生 

      人前でのpresentation日本の学生very poor 

 

３． 留学生事情 

     Ｈ１５年5月末 

     広島市約 700 人（27 カ国）広島県約 2000 人、（65

カ国） 

日本全国10万人超え 

1983年当時の元中曽根首相の提言21ｃ初頭までに10万

人 

日本当時約1万人、フランス13万人、現在米国年間54

万人 

ちなみに日本から海外への留学生数年間7万人 

 

４  留学生会館の事業紹介 

自分の信念  

会館に来て頂いた市民、留学生に感動と喜びを提供すること。 

知的満足を提供すること。 

   1 奨学金,月3万円、30人、1年間 1080万 広島留学

生基金のfund  

   （以下を極めて少ない予算で運営） 

   2 リサイクルした自転車を年間120台貸与、反射板装着 

      3 外国人への日本語指導講座<年 16 回の講座＆

workshop) 

   4留学生会館祭り（opening & closingはいつも私の演

出）インドネシアの家族 

   ５留学生による美術館コンサート〔チラシ持参〕 

    1月25日ひろしま美術館で中国の古筝を中心にミニコ

ンサート 

        広島の文化施設活用 

   ６留学生のためのｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ説明会・就職セミナー 

     補足説明 

     日本の将来 労働力不足 優秀な人が日本に残って

もらえば国益 

     アルオピニオンリーダーによると日本には使ってい 

ない力が3つ 

     女性、大学、留学生 

     労働鎖国（欧米先進国 全労働力の６－１０％ 日

本０．２％） 

     経団連、留学生院生、学部生卒業後2-3年ビザ延長

を提言 

     予算なしでやっている企画いろいろ 

     留館塾 ビジネス英語、ビジネス日本語〔ＪＥＴＲ

Ｏ日本語能力試験〕 

     2005年から広島を試験会場に加えること実現：小さ

な国際化―できる事からやる。 

地元とのよい関係づくり 

     子育て支援 

     駅前愛友市場での屋台 

     とんどまつり〔竹とりから準備〕 

     盆踊り 

     運動会 

     その他伝統行事への参加 

 

５． 中国について関心 

大前研一のchina impact positiveなことばかり 

長谷川慶太郎 中国の深層 negativeなことばかり 

（上海、４０階建て以上の高層ビル２０００棟、日本全

体より多い ２００３年２月） 

関満博 現場学者中国を行く   バランスあり 

 引用 自転車理論・エレベーター理論 

    三得利 ビールの marketing 戦略の成功  

上海に特化、価格、 

    naming, importである個性 

文芸春秋1月臨時増刊号 昇龍・中国（５つの死角） 

 引用 日系企業：平等意識強い、日本国内の文化を

中国でも引きずる。 

    会社への貢献度で報酬に大きな差つかない、

ついてもわずか。 

    中国：ハイリスクハイリターン型のチャレン

ジ精神、米国型 

2極分化が激しい ハイアール<冷蔵庫も自転車理論 

 富裕層には日本製品強い(日本生き残りの道) 

結び 

6. 1月21日、明日は中国の春節（旧暦の正月）夕方家庭

料理でもてなし 

留学生との交流会の提案 
 

i-house@hicat.ne.jp 
http://www.hicat.ne.jp/home/ryugaku 
 


